
 

 

●基本方針のイメージ（環境の各取組分野でめざす方向性のイメージ） 

◇気候変動対策 

暮らしや事業活動の中で脱炭素の行動や経

営が浸透し、省エネ化や電化、再生可能エネ

ルギーや新技術の利活用が行われるととも

に、気候変動によって生じるリスクに多分野

で対応することで、脱炭素社会が実現し、気

候変動に適応したまちを目指します。 

 

◇自然共生 

豊田市の自然と関わり共生するライフスタ

イルやワークスタイルが定着し、自然から受

ける恵みを最大限享受しており、それらを守

り・育み・活用する活動・行動が積極的に行

われていることで、豊かな自然をより良好な

状態で将来世代に繋ぐまちを目指します。 

 

 

◇循環型社会形成 

限りある資源を大切に思う価値観やライフ

スタイルが浸透しており、資源を余すことな

く循環利用が可能となる高度な資源循環シ

ステムが確立されていることで、持続可能な

循環型社会が実現したまちを目指します。 

 

◇生活環境保全 

環境汚染等のリスクへの対策や市民・事業

者の自主的な取組により、身近な生活環境

が良好に維持されており、心地よく快適に

暮らせるまちを目指します。 

 

 

 

●環境基本計画とは         ●計画期間と取組分野 
豊田市環境基本計画（以下、本計画という）は、

「豊田市環境基本条例」に基づいて策定するもので

す。本市が目指す『持続的な発展が可能な社会』の

実現に向けて、環境の保全及び創造に関する目標や

施策の基本的な方向を示すことで、これらを総合的

かつ計画的に推進します。 

本計画は、市政経営の基本である「第 9 次豊田市

総合計画」における環境分野のマスタープランとし

て位置づけられ、環境分野に関連する各種施策を推

進する上で、基本となる計画です。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●計画策定のポイント 
◆ 地球温暖化やそれに伴う気候変動への早急な対策が世界的に求められています。豊田市においても気

候変動への関心が高まっており、気候変動への適応を進めるとともに、再生可能エネルギーや水素等

へのエネルギー転換、地域資源等を活かした脱炭素社会実現に向けた取組を今後さらに強化する必要

があります。 

◆ 自然を回復軌道に乗せるため、生物多様性の損失を止め、反転させる「ネイチャーポジティブ」が国

際的に求められています。豊田市では、湿地や里山などの貴重な自然環境の保全に加え、環境教育や

自然体験活動の推進等を通じて、市民・事業者等のすべての主体の理解と参画を広げる取組を今後さ

らに強化する必要があります。 

◆ 資源の有効活用と廃棄物の発生抑制が求められる中、豊田市ではごみ減量や資源化、分別の徹底に加

え、高齢化や地域特性に応じた収集体制の整備に取り組んでいます。これらを継続的に進めるととも

に、行動変容を促す情報発信を強化し、市民や事業者と連携して循環型社会の構築を目指す必要があ

ります。 

◆ 大気や水質の保全等快適な生活環境を守る取組が全国的に進められています。豊田市においても、環

境汚染の防止や事業者の自主的な環境配慮、地域と連携した美化活動やマナー啓発等を通じて、市民

の周辺環境への満足度の向上と環境配慮意識の醸成を図る必要があります。 
 

●計画の推進について 

まちの状態指標や成果指標を用い、PDCA サイクル（Plan・Do・Check・Action）に

より進行管理します。 

めざす環境像や各分野のめざす姿に向けた施策の方向性に沿って、社会経済情勢の

変化に機動的かつ柔軟に対応し、施策・事業を実施します。 
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豊田市環境基本計画【概要版】 

 
 本計画の計画期間は、2026 年度から 2035 年

度までの 10 年間とします。4 つの取組分野を共

働で推進し、めざす環境像の実現を目指します。 

計画の位置づけ 

■発行    豊田市 環境部環境政策課  〒471-8501 豊田市西町三丁目 60 番地 

       TEL：0565-34-6650   FAX：0565-34-6759    

       E-mail：kansei@city.toyota.aichi.jp 
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●施策の体系 
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まちの状態指標 
現状値 

（把握年度） 
めざす方向 

   

温室効果ガス排出量（森林吸収量を含む） 
261 万 t-CO2 

（2023 年度） 
↓ 

再生可能エネルギー導入率 
28.1％ 

（2024 年度） ↑ 

再生可能エネルギーを調達している事業者の割合 
25.0% 

（2024 年度） ↑ 

脱炭素社会の実現に向けて行動する市民の割合 
33.0％ 

（2024 年度） ↑ 

脱炭素に向けて行動する事業者の割合 
31.1% 

（2024 年度） ↑ 

気候変動影響への適応に積極的に取り組む市民の割合 
17.8% 

（2024 年度） ↑ 
   

生物多様性を保全する活動・イベントに参加したことが
ある市民の割合 

24.4% 
（2024 年度） 

↑ 

「生き物や自然の豊かさ」に対する市民の満足度 
60.9% 

（2024 年度） 
↑ 

生物多様性を理解している市民の割合 
33.1% 

（2024 年度） 
↑ 

生物多様性保全活動に取り組む事業者の割合 
28.9% 

（2024 年度） 
↑ 

   

１人１日当たりのごみ排出量 

家庭系ごみ（燃やすごみ） 

452.0ｇ 

（2024 年度） 
↓ 

１人１日当たりのごみ排出量 

家庭系ごみ（資源を除く） 

482.3ｇ 

（2024 年度） 
↓ 

家庭系ごみ分別適正率※1 プラスチック使用製品廃棄物 

※1 分別適正率＝資源化量/（燃やすごみ中の資源混入量＋資源化量） 

22.2% 

（2024 年度） 
↑ 

最終処分量（直接埋立） 
1,206t 

（2024 年度） 
↓ 

   

周辺環境への市民の満足度(全体) 
62.5% 

(2024 年度) 
↑ 

 

 

 

施策の柱 
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基本方針１ 
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基本方針 2 
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人がつなが

り、ミライへ
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基本方針 4 
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基本方針 3 

ミライにつな

がる循環型の

まち 

①再生可能 の利用促進 

②省エネ化と電化の促進 

③新たな や技術の普及促進 

⑤気候変動への適応 

④多分野連携によるまちの脱炭素化 

①豊かな自然環境の保全と再生 

②生物多様性保全への理解・行動の促
進 

③多様な主体の参画の促進 

①廃棄物の発生抑制の促進 

②資源の循環利用の促進 

③廃棄物処理の脱炭素化 

④廃棄物の適正処理の推進 

⑤持続可能な廃棄物処理体制の構築 

①環境汚染の防止とリスク低減 

②事業者の自主的取組の促進 


